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研究成果の概要（和文）： 地球上最大の巨大火成岩岩石区であるオントンジャワ海台の成因を

探るために地球物理学的調査を実施した。地殻内部の反射面を見出し、これまでの掘削調査の

結果と統合することで、この反射面は海台形成時の溶岩噴出率の変化に伴うものであることが

わかった。オントンジャワ海台近傍に位置するライラ海盆における調査によって、ライラトラ

フの海底地形が明らかにされた。また、ライラ海盆のオントンジャワ海台に隣接する部分に断

層等の変形構造が見られた。 

 
研究成果の概要（英文）： We conducted marine geophysical surveys in and around the Ontong 
Java Plateau, the most voluminous large igneous province (LIP), to reveal the origin of 
the plateau. Intrabasement reflectors arise from altenating relatively thin lava flows 
produced at low effusion rates and relatively thick massive flows generated at high 
effusion rate. Geophysical investigation in the Lyra Basin, west of the Ontong Java 
Plateau, was also conducted. Bathymetric measurements revealed the topographic 
expression of the Lyra Trough. Seismic profiles at the eastern edge of the Lyra Basin 
showed deformed structure in the sedimentary layer. 
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１．研究開始当初の背景 

現在地球上に見られる巨大火成岩岩石区
の大半は、白亜紀初期のわずか 500 万年足ら
ずのきわめて短い期間に激しい火成活動に

よって形成されたと考えられている。この時
代においては地球の熱フラックスの約半分
が巨大火成岩岩石区の火成活動によるもの
と推定され、この火成活動が当時の地球環境
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に大きな影響を与えたとされているため、巨
大火成岩岩石区の活動や成因を詳細に探る
ことは重要であると考えられている。しかし
ながら、巨大火成岩岩石区の成因については
複数のモデルが乱立し決着が着いていなか
った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、地球上最大の巨大火成岩岩石区
(Large Igneous Province)であるオントンジ
ャワ海台の起源と形成過程を、主に地球物理
学的手法により明らかにしようとする試み
である。オントンジャワ海台はその規模にお
いて地球上最大の巨大火成岩岩石区であり、
また周囲が比較的単純な海洋性リソスフェ
ア構造であることから、巨大火成岩岩石区の
起源と形成過程を研究する上で最適の場所
である。本研究では、オントンジャワ海台を
含む巨大火成岩岩石区およびその周辺海域
の地球物理学的調査航海を実施し、新たなデ
ータと既存の資料を解析することにより、こ
れまで提唱されてきた複数の巨大火成岩岩
石区起源モデルのどれが最も適しているか
を検討した上で、新しい海台起源モデルを提
唱することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、主にオントンジャワ海台およ
び周辺海域において取得された地球物理学
データを用いる。2005年にオントンジャワ海
台において反射法地震探査データおよび地
磁気、重力、海底地形データを取得した。ま
た、2006年にはオントンジャワ海台に隣接す
るライラ海盆においても研究航海を実施し、
海底地形、重力、地磁気データ、反射法地震
探査データに加えて岩石試料を取得した。こ
れらのデータの解析・解釈を行うことでオン
トンジャワ海台の形成過程を考察する。オン

トンジャワ海台およびライラ海盆において
得られたデータから、海台の形成過程を解明
する鍵となる情報、たとえばオントンジャワ
海台とライラ海盆の間で、断裂帯などの構造
や地磁気縞状異常は連続しているか否か、海
台とライラ海盆の間で堆積層序や火成岩シ
ルなどの特徴が連続的か否か、海台とライラ
海盆の接合部の性質は伸張的か圧縮的か横
ずれ的か、それとも一様に連続か、海台形成
時の地殻の隆起量と形成後の海台の沈降量
などを明らかにすべくデータ解析を実施し
た。 
 
４．研究成果 

オントンジャワ海台で取得された反射法
地震探査データとこれまでの掘削で得られ
た検層データを用いて海台の最上部地殻内
に見られる反射面の成因について考察した。
反射法探査データの位相成分を用いた精度
の高い速度解析を実施することで地殻内反
射面がより明瞭に見出された。この反射面は、
溶岩流出量が多い時に作られる塊状溶岩と、
少ない時に作られる枕状溶岩の互層を成因
としており、この溶岩は海台の頂上部から流
れ出たものと結論付けた (Inoue et al., 
2008)。また、この調査で得られたデータの

うち、オントンジャワ海台南部に位置するタ
ウー環礁付近で取得された反射法地震探査
データの再解釈を実施した。堆積層中に特徴
的な音響特性を持つ層が見られるが、掘削デ
ータとの比較からこの層を溶岩流や火山砕
屑物からなる層と認定した。この層は、タウ
ー環礁の火成活動時に形成されたと考えら
れる。周囲の堆積層の年代との比較から、タ
ウー環礁の形成時期はおおよそ 4500-2400万
年前と推定された。オントンジャワ海台の大
部分は白亜紀初期に形成されたと考えられ
ているが、海台上に存在する環礁などの年代
はこれよりかなり若く、ホットスポット等に
よる影響があった可能性が考えられる

図 1. オントンジャワ海台周辺海域の海底
地形図。黒線は 2005 年度に取得した反射
法地震探査の測線を示す(Inoue et al. 
2008より)。 

図 2. オントンジャワ海台の形成モデル
(Inoue et al. 2008)。 



 

 

(Inoue et al. 投稿予定)。マニヒキ海台や
ヒクランギ海台などでも、海台の本体形成後
に火成活動があったことが指摘されており、
海台全体の形成を理解する上で、こうした比
較的新しい時代の火成活動に関する情報は
重要であると考えられる。 
オントンジャワ海台の西に位置するライ

ラ海盆の地形データおよび反射法地震探査
データから、ライラトラフの地形的特徴、ラ
イラ海盆における堆積層の構造と音響基盤
の起伏を明らかにした。ライラトラフ底には
最大でおよそ 1000mの厚さを持つ堆積層が存
在することがわかった。オントンジャワ海台
に接するライラ海盆東部では、堆積層に多く
の断層が発達していることがわかった。また、
ライラトラフ付近の高まりから火山岩を採
取し、分析の結果からはオントンジャワ海台
とライラ海盆の成因には因果関係があるこ
とが示唆された。海台の成因を論ずるために
は、海台本体に関する研究と並んで、周辺部
との関係も重要であり、今後ライラ海盆に関
する研究を進めることでオントンジャワ海
台の成因がさらに明らかになることが期待
される。 
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